
　

特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
「
市
の
財
政

へ
の
影
響
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

　

本
年
度
に
基
本
設
計
を
完
了
し
、
実

施
設
計（
建
設
工
事
ま
で
の
一
括
発
注
）

に
着
手
し
、
29
年
度
の
完
成
、
30
年
度

の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

❶
基
本
構
想
↓
❷
基
本
計
画
↓
❸
建
物

答
．
市
本
庁
舎
の
整
備
に
は
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
制
度
が
な

く
、本
来
は
全
事
業
費
を
市
で

賄
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。本
事

業
で
は
市
本
庁
舎
の
建
設
費
や

用
地
の
取
得
費
の
一
部
に「
合

併
特
例
債
」を
活
用
予
定
で
す
。

こ
の
場
合
返
済
期
間
の
30
年
間

の
負
担
が
毎
年
約
７
８
０
０
万

円
と
試
算
し
て
い
ま
す
。し
か

し「
合
併
特
例
債
」を
使
わ
ず
、

通
常
の「
一
般
単
独
事
業
債
」

と
し
た
場
合
、負
担
額
が
毎
年

２
億
２
３
０
０
万
円
に
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。【
表
１
参
照
】

　

以
上
の
理
由
で
、「
市
本
庁

舎
」
は
、
復
興
交
付
金
や
災
害

復
旧
費
を
活
用
し
て
整
備
す
る

予
定
の
「
防
災
・
地
域
活
力
創

出
拠
点
施
設
」「
宮
古
保
健
セ

ン
タ
ー
」
と
同
時
期
に
整
備
を

完
了
す
る
こ
と
が
有
利
だ
と
考

え
ま
す
。

問
．
事
業
費
が
巨
額
で
将
来
の

財
政
運
営
が
心
配
で
す
。
こ
の

時
期
に
整
備
し
て
も
大
丈
夫
で

す
か
？

2015.4.15 ❷広
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基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

◆
市
民
説
明
会
を
開
催

　
「
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
２

月
16
日
か
ら
27
日
ま
で
、
市
内
８
会
場

で
説
明
会
を
開
催
し
、
合
計
１
１
１
人

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

　
「
基
本
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
、
２

月
15
日
か
ら
３
月
６
日
ま
で
ご
意
見
を

募
集
し
、
16
通
（
21
件
）
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
回
答
内
容
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）。

　

施
設
（
各
室
）
や
自
由
通
路
に
つ
い

て
の
ご
要
望
、
計
画
地
周
辺
の
道
路
環

境
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時
の
対
応
、
市

の
財
政
状
況
や
整
備
時
期
に
つ
い
て
の

ご
意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

宮
古
市
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
平
成
26
年
11
月
に
策

定
し
た
「
基
本
構
想
」（
広
報
１
月
１
日
号
）
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、「
基
本

計
画
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
こ
の
基
本
計
画
を
基
に
施
設
の
設
計
に
着
手
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
市
民
の
参
画
と
協
働
お
よ
び
情
報
の
開
示
を
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
、

事
業
の
進
み
具
合
に
つ
い
て
は
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
復
興
推
進
課
、
各
総
合
事
務
所
、
各
出
張
所
、
市

立
図
書
館
に
計
画
書
を
備
え
置
く
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

閲
覧
で
き
ま
す
（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
可
）。

問
い
合
わ
せ　

市
復
興
推
進
課
市
街
地
施
設
推
進
室
（
☎
�
９
０
８
９
）　

中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
基
本
計
画
の
位
置
づ
け

  

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た

【表１】市本庁舎整備に係る負担額の試算比較表
借入期間：30年

元金償還の据置期間：５年
起債の利率＝２㌫

①合併特例債を
活用する場合

②一般単独事業債を
活用する場合

事業費（市本庁舎） 53億円 53億円
資金借入後の総負担額 71億8200万円 67億400万円
市の実質の負担額（a）

※国の地方交付税の優遇措置
23億4000万円
※措置あり

67億400万円
※措置なし

市の毎年度の実質負担額
＝（a）÷30年 7800万円 2億2300万円



設
計
↓
❹
建
設
工
事
↓
❺
完
成
・
供

用
開
始

【
上
位
計
画
・
関
連
計
画
】
宮
古
市

総
合
計
画
、
新
市
建
設
計
画
、
新
市

基
本
計
画
、
東
日
本
大
震
災
復
興
計

画
な
ど

◆
整
備
方
針

　

各
施
設
（
機
能
）
間
の
連
携
に
よ

り
、
参
画
と
協
働
を
進
め
「
市
民
が

主
役
と
な
る
ま
ち
」を
目
指
し
ま
す
。

拠
点
施
設
が
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
、
市
民
や
本
市
を
訪

れ
る
人
々
の
交
流
の
輪
が
ま
ち
に
広

が
る
よ
う「
市
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
」

や
「
宮
古
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通

路
（
避
難
通
路
）
の
整
備
」
な
ど
に

よ
り
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
や
に
ぎ
わ

い
の
創
出
を
図
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
施
設
を
整
備
し

ま
す
。【
上
図
１
参
照
】

◆
市
庁
舎
跡
地
の
利
活
用

　

本
庁
舎
や
分
庁
舎
の
跡
地
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
11
月
に
立
ち
上
げ

た
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」（
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
継
続
開
催

す
る
な
ど
し
て
、
方
向
性
を
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。

◆
宮
古
駅
の
南
北
を
結
ぶ
自
由
通
路

（
避
難
通
路
）
の
整
備

　

自
由
通
路
は
周
辺
に
人
の
行
き
来

と
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
し
、
災
害
時

は
避
難
通
路
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

を
想
定
し
て
整
備
し
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
基
本
と
し
て
検
討
し

ま
す
。

①
歩
行
者
用
通
路
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置

②
幅
員
４
㍍
程
度

◆
市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
共
施
設
と

す
る
た
め
に

　

新
し
い
建
物
や
宮
古
駅
の
南
北
を

結
ぶ
自
由
通
路
に
つ
い
て
、
広
く
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

◆
建
物
規
模

　

将
来
の
想
定
職
員
数
や
議
員
数
な

ど
の
精
査
を
行
い
、
本
庁
舎
の
面
積

を
１
万
平
方
㍍
か
ら
９
千
平
方
㍍
に

見
直
し
て
い
ま
す
。【
下
表
２
参
照
】

　

ま
た
駐
車
場
・
駐
輪
場
は
、
現
在

の
設
置
状
況
や
利
用
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
必
要
と
考
え
ら
れ
る
駐
車
台

数
を
算
定
し
ま
す
。【
下
表
３
参
照
】
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中心市街地拠点  基本計画

　
　
　
　
　
　

※
４
㌻
に
続
く

 

　
施
設
整
備
の

　
　
基
本
的
な
考
え
方

防災・地域活力
創出拠点施設

〜集い、学び、語らう、
にぎわいの拠点〜

市本庁舎
〜安全・安心な暮ら

しを支える拠点〜

宮古保健センター
〜健康なまちづくりを

支える拠点〜

〜市民が主役となるまち〜
■地域防災力の向上
　自助・共助・公助の連携・
一体化の促進
■相乗効果の創出
　市民の利便性の向上
■参画と協働の推進
　市民の活動拠点づくりと
「新しい公共空間」の創造

➡

図１　地域防災拠点施設の整備方針

 

施
設
計
画
に
関
す
る
考
え
方

【表３】駐車場・駐輪場の整備数

現況 整備数

駐車場 175台 180台

駐輪場 72㍍（120台） 72㍍（120台）

【表２】各施設の規模　　　　　　（単位：平方㍍）

施設（機能）名 基本構想 基本計画

防災・地域活力
創出拠点施設 4,410 4,400

市庁舎（本庁舎） 10,000 9,000

宮古保健センター 950 950

合計 15,360 14,350

➡
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◆
施
設
配
置

　

自
由
通
路
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
に

優
れ
、
歩
行
者
や
車
両
の
動
線
も
明

確
に
分
離
で
き
る
よ
う
、
施
設
を
敷

地
の
中
央
よ
り
西
側
に
、
メ
ー
ン
の

駐
車
場
を
東
側
に
配
置
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
設
計
を
行
い
ま
す
。
駐

車
場
は
災
害
時
の
対
応
な
ど
に
も
配

慮
し
ま
す
。
ま
た
敷
地
の
中
央
に
広

場
を
配
置
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し

ま
す
。【
左
図
２
・
３
参
照
】

◆
施
設
構
成

　

行
政
機
能
と
交
流
機
能
を
一
棟
に

集
約
す
る
「
合
築
方
式
」
と
「
分
棟

方
式
」
を
比
較
し
た
結
果
、
来
訪
者

の
利
便
性
や
災
害
時
の
機
能
分
担
な

ど
の
面
で
有
利
と
想
定
さ
れ
る
「
分

棟
方
式
」
を
中
心
に
検
討
し
ま
す
。

設
計
時
に
建
設
コ
ス
ト
の
検
証
な

ど
、
詳
し
く
分
析
し
決
定
し
ま
す
。

◆
耐
震
性
能
・
耐
震
方
式

　

耐
震
性
能
に
関
す
る
国
や
市
の
基

準
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
人
命
の
安

※
３
㌻
か
ら
続
く

全
確
保
と
機
能
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
「
耐
震
」「
制
震
」「
免
震
」

の
耐
震
方
式
（
構
造
）
に
は
そ
れ
ぞ

れ
長
所
や
短
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、

設
計
時
に
階
数
や
仕
様
を
確
定
し
た

う
え
で
、
費
用
対
効
果
を
検
証
し
て

選
定
し
ま
す
。

◆
概
算
事
業
費

　

他
自
治
体
の
事
例
を
基
に
、
建
設

物
価
の
上
昇
、
消
費
税
の
10

㌫
へ
の
引
き
上
げ
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の

増
大
、
復
興
事
業
な
ど
の
影

響
を
考
慮
し
、
建
設
単
価
は

最
大
で
「
50
万
円
／
平
方

㍍
」
と
し
、
施
設
建
設
費
を

約
72
億
円
と
想
定
し
ま
す
。

そ
の
他
の
費
用
を
加
え
て

概
算
事
業
費
は
約
１
１
２

億
円
と
試
算
し
ま
す
。【
右

下
表
４
参
照
】

◆
整
備
財
源

　

復
興
交
付
金
、
災
害
復
旧

費
、
合
併
特
例
債
、
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
な
ど
を
想

定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
源
を

活
用
で
き
る
期
限
内
に
整

備
を
完
了
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
般
財
源
の
抑
制
を
図

り
ま
す
。【
左
表
５
参
照
】

○
用
語
説
明

・
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
＝
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
緊
急
に
実

施
す
る
必
要
性
が
高
く
、
即
効
性
の

あ
る
防
災
・
減
災
対
策
に
必
要
な
経

費
に
対
し
て
充
て
る
こ
と
の
で
き
る

地
方
債
（
借
金
）
で
す
。
事
業
費
の

１
０
０
㌫
に
充
て
ら
れ
、
元
利
償
還

金
の
70
㌫
が
地
方
交
付
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
震
災
復
興
特
別
交
付
税
＝
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
被
災
地
の
地
方
負
担

分
に
つ
い
て
、
起
債
（
借
金
）
で
は

な
く
地
方
交
付
税
の
加
算
に
よ
り
措

置
さ
れ
ま
す
。

※
「
復
興
交
付
金
、
災
害
復
旧
費
、

合
併
特
例
債
」
の
用
語
説
明
は
、
広

報
平
成
26
年
８
月
15
日
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　
事
業
計
画

【表４】事業費の内訳

種別 金額（億円）

施設建設費 71.8

設計費、備品消耗品費、
外構工事費など 18.8

用地費、造成費など 13.4

自由通路（避難経路）
の整備費 8.0

合計 112.0

【図２】自由通路（避難通路）の整備イメージ

【図３】配置イメージ

自由通路
敷地内通路
広場
駐車場
施設

出
逢
い
橋

宮古駅
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◆
洪
水
対
策

　
「
宮
古
市
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」（
平
成
20
年
３
月
全
戸
配

布
）
で
は
、
計
画
区
域
一
帯
が
２
㍍

か
ら
５
㍍
の
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
洪
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
諸

元
」
や
「
堤
防
や
用
地
の
標
高
」、「
過

去
の
被
害
状
況
（
ア
イ
オ
ン
台
風
）」

な
ど
を
基
に
す
る

と
、
計
画
区
域
の

浸
水
は
最
大
で

１
・
５
㍍
程
度
と

推
定
で
き
ま
す
。

　

一
方
、
県
が
所

管
す
る
閉
伊
川

水
系
の
河
川
に
つ

い
て
は
「
閉
伊
川

水
系
河
川
整
備
計

画
」
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
か
ら

は
市
街
地
の
浸
水

の
お
そ
れ
が
解
消

さ
れ
て
い
く
見
通

し
で
す
。

　

今
後
、
計
画
区

域
に
お
い
て
は
、

現
在
の
地
盤
の
状
況
や
、
河
川
の
整

備
状
況
を
考
慮
し
た
推
定
浸
水
深
を

定
め
、
費
用
対
効
果
を
考
え
な
が

ら
、
実
現
性
の
あ
る
対
策
を
検
討
し

ま
す
。（
対
策
例
＝
地
盤
の
か
さ
上

げ
や
建
物
基
礎
の
立
ち
上
げ
）。
ま

た
万
一
の
浸
水
時
の
ほ
か
、
災
害
時

を
想
定
し
た
業
務
継
続
計
画
と
復
旧

計
画
に
よ
り
、
災
害
対
策
の
拠
点
と

し
て
施
設
の
機
能
を
確
保
し
ま
す
。

◆
交
通
対
策

　

周
辺
の
交
通
渋
滞
を
心
配
す
る
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
道
１
０

６
号
の
交
通
量
は
「
北
部
環
状
線
」

と
「
宮
古
西
道
路
」
の
整
備
に
よ
り
、

将
来
的
に
は
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ

市
街
地
の
交
通
の
円
滑
化
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
道
路
の
早

期
整
備
に
つ
い
て
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。【
右
図
５
参
照
】

　

ま
た
、
八
幡
沖
踏
切
や
そ
の
前
後

の
市
道
の
改
良
に
よ
り
、
施
設
へ
の

ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。　

【図５】交通対策のイメージ図

拠点施設

【表５】財源の内訳

財源の内訳 金額
（億円） 主な整備内容

国の支援が
見込まれるもの

復興交付金 30.6 防災・地域活力
創出拠点など

災害復旧費 2.4 保健センター

合併特例債 50.4 市本庁舎

緊急防災・
減災事業債 8.0 自由通路（避難

通路）

震災復興
特別交付税 12.6

市が負担するもの 一般財源 8.0

合計 112.0

　
今
後
の
課
題


